2009年初秋有志合宿山行：唐松岳

日程：2009年9月22日－23日

メンバー：かずおさん、くまーにさん、ひでやん、ちえさん、きん（記）
行程：

●9月22日

新宿7時30分発あずさ3号、11時28分白馬駅着。

駅からタクシーでゴンドラ八方駅。ゴンドラ・リフト・リフトと乗り継ぎ八方池山荘から徒歩開始。

八方池山荘12:52－八方池－第3ケルン－丸山ケルン－唐松岳頂上山荘16:05（泊）

●9月23日

早朝唐松岳ピークハント後、同じコースを戻る。ゴンドラ八方駅から徒歩で第二郷の湯につかり、タクシーで白馬駅へ。13時24分ローカル線で白馬駅発、信濃大町で一旦乗り換え、松本着。松本15時19分発あずさ24号にて新宿18時6分着
記録：

9月22日　7：15

新宿出発組のひでやん・ちえさん・きんは新宿7時15分集合。きん7分ほど遅刻するも、3人でお昼ご飯のお弁当（時間に余裕がないため電車で昼食予定）を手に無事乗車。まずここで乗り遅れては話にならない。

安心したら早速おなかがすく。ひでやんは朝食に牛肉弁当でがっつり行っている。女子はお菓子をつまむ。ちえさん、新しいプロトレックをご披露、ひでやんはカメラを自慢、物欲満載。
7：53

立川駅7時53分にかずおさんとくまーにさんが乗車。全員そろってさらに安心。
かずおさんは、サラリーマンが今ネクタイはずしましたという感じの白いカッターシャツ（でも化繊混で山用だそうで）で登場。「プロっぽい」と皆で感心することしきり。今日で山行4回目というちえさん、着ている服も靴も何もかも新しくキレイなのに、どうしても山登り歴10年選手に見えるのはなぜだろう、と首をかしげるひでやん＆きん。

10：50

くまーにさんの姫路生活予定をうかがったり、天気の心配をしたりなど皆でしゃべっているうちに、あっという間に11時近く。白馬駅到着前に早めのお昼ご飯で、それぞれお弁当タイム。さっき牛肉弁当を食べていたばかりのひでやん、引き続きお昼ご飯もぱくぱく。しかしやや重そう・・・。

11：28
白馬着。タクシーがいないので、5人乗りタクシーを電話で呼ぶ。少々待たされ、どんな車が来るのかと思えば案外普通の車が来て、事情を聞いたところ白馬駅のタクシーは標準で5人乗りも多いとのこと。えばちゃんのような福福しい笑顔を絶やさない運転手（でも目はわらってなかったような気がした）。前座席に二人座り、無理矢理二人とも別々にシートベルトをする。車体自体はそう変わらないので（ベルトが1人分余計に付いてるだけとも言える）、今回は女子二人が前に乗ったがぎりぎりな感じ。正直男性二人が前に乗るのはちと厳しい。法令的に本当に大丈夫なのか？とも思うが・・。

で、ゴンドラ八方駅へ。車に乗ったら10分弱で到着。

11：50
ゴンドラ駅では10キロ以上の荷物には追加料金が。全員の平均で何とかできないかとじたばたしてみたが、あっさり却下された。1個1個計測させられてなかなか厳しい。ゴンドラ（四角い箱）からリフト（4人がけのベンチがぶら下がってるようなもの）を２つ乗り継いで八方池山荘へ。リフトの足元の斜面はお花がいっぱい。盛夏ならきっと見事なお花畑に違いない。観光客もたくさん来ている。長野オリンピックでスキー競技に使用されたとおぼしき施設の廃墟もあった。
天気はまだそこそこな感じだが、ガスったりふと晴れたりで、かなり不安定。ここまで上がると遠くの峰もところどころ見えるが、ちょっと目を離すと雲に隠れたりして。うもーと牛が寝てたりする。白馬に住んでいる友達がいるちえさんは2度目とのこと。カメラを新調したばかりのひでやん（森永教徒になりリコーのデジカメを購入）と、今回は写真を撮ることにしたきんは、この変わり身の早い天気にすっかり意地汚い精神状態に追い込まれ、ちょっとでもキレイな景色や植物があると、じたばたと写真を取りまくる。（1日目はほとんどそんな状態で、行程を遅れさせたのではとちょっぴり反省しております・・・）
12：50
歩行開始。八方池へ向かう整備された木道を歩きだす。夏の名残の花々と、紅葉が始まった木々の黄色や赤やオレンジが入り交ざってとてもきれいな景色。雲の動きも少し落ち着いてきたので、天気の好転を祈る面々。
13：31

八方山ケルンを過ぎると最後のお手洗いで小休止。八方池までは本当にふつーの服装の観光客が多い。
昭和12年の遭難者を慰霊するというケルン息（やすみ、と読むらしい・・・これは地図にはのっていないみたいで少し紛らわしい）を過ぎるころには前方眼下に八方池が。こじんまりしたかわいい池。背後には白馬連邦の大パノラマ・・・のはずが山の上半分と遠景はほとんどガスで見えず。しかし峻険な中腹は雪渓や手前山の紅葉とともによく見え、ややアルペン気分が上がる。顔を隠したイケメンの腹筋だけ見てる気分・・・（何じゃそりゃ）。設置の展望図を見て妄想にふける。
14：00

八方池を上から眺めて通過。ここから本格的な登山道となって、足元の整備もなくなってくる。しかし下手な整備があるより登山道の方が正直歩きやすい・・・。人も少なくなった山を分け入ると、見事な紅葉の歓迎を受ける。時々白樺の林や雪渓にも出会えて、赤・白・黄色、そして常緑樹の緑が塗り分けられたような鮮やかな色彩に心を奪われる。地名も上ノ樺・下ノ樺といって、ダケカンバの群生地らしい（白樺ではなくダケカンバだったのか）。紫のアザミの花、ピンクの房花がかわいい唐糸草などなどお花もまだまだある上、真っ赤でかわいい木の実もたくさんなっていて、実りの秋を感じる。

相変わらずじたばたと写真を取りまくるひでときん。ちえさんも携帯電話でせっせと撮影。大人のかずおさんとくまーにさんは渋く淡々と進む。途中野イチゴの群生を見つけ、皆でしばしイチゴ摘みに興じる。野イチゴはほろ苦い野趣のある味（その後お腹は大丈夫でした）。
14：44

扇雪渓を横目に登り続ける。徐々に高度があがってくる。次の目標は丸山ケルンだが、雲行きがだんだん怪しくなり、霧雨気配。あの遠方上方に見えるのがケルン？いや遠すぎる、あとどのくらい？？とか何とか言ってるうちに、すでに森林限界が近づき、低木ばかりの植生となっている。ふと視線を上げて周りを見渡すと、そこはチングルマの大群落（チングルマ：お花は白い５弁のかわいい姿。イチゴの花みたい。この時期は花が散ったあとの姿が特徴的で、うす赤い糸でできたまとい（江戸の火消しの「まとい」ね）をくるっと回したみたいな、かざぐるまみたいな様子で、これまた愛らしいのです）。
15：20
丸山ケルン着。恐らく相当の見晴らしがあるはずの場所だが、かなりガスってきて遠くは見えない。軽く休憩して、先を急ぐ。雨も本降りになってきて、しぶしぶ雨具装着。もう回りはガスで何も見えないけれど、足元にはミヤマリンドウの青紫のつぼみ。雨でもこういう出会いがあると飽きないなあ。雨の危険も顧みず、ひでやんは写真を取りまくる・・・。カメラ大丈夫か？
途中から切り立った崖沿いのような道となる。ロープも張ってあり「落石注意・立ち止まるな」との看板が立て続けに2箇所、びくびくしながら前進。切り立った壁に沿って回り込む巻き道に飽きてきたころ、目の前の角を曲がったらいきなり唐松頂上山荘の真っ赤な壁が現れて、一同びっくり。
16：05
唐松頂上山荘到着。入り口で全員で記念写真。本日の歩行時間は、休憩除き3時間半程度だった。
山荘はとても新しく、外装は渋めの赤い塗装で、設立時以来の大きな鐘が二つ下がっていておしゃれな感じ。内装は白木でとてもきれい。乾燥室が完備、２階には皇太子もお茶したというカフェもある。お風呂がないのが残念だが贅沢は言っちゃいけません・・・。今回はかずおさんのお手配で個室を取ってあり、8人ほど泊まれる部屋を5人で使用とかなり贅沢（会計情報：一人朝食・夕食で9000円＋個室料1室20000円）。
また、この小屋は個室に関しては消灯がない。電気を一斉に落とすことはしないので、自己管理してくださいとのことで、これまた都会的でびっくり。

取り急ぎ交代で着替えて、5時からの夕食に備え、缶ビールを購入し皆で乾杯。ああ、このために歩いてきましたぁ～。かずおさんのみかん、くまーにさんの乾燥サーモンなど、物産が徐々に現れる。

ちえさんはいつのまにか店頭でフルーツゼリーを購入してぱくぱく食べている。す、すばやい・・・。

17：00

お夕食。ここは食堂もきれいだし、お食事もおいしい。赤魚の煮付けとか、なすの揚げびたしとか、中に甘いお味噌の入ったがんもとか、おかずのレベルが高いのでした。デザートにフルーツゼリーもついている・・・ちえさん2個目のゼリーもぺろり。テン泊の元気な若者（一人行）と相席となり、ルートの話など交わす。
18：00
一同満足して部屋に戻ってのんびりしてるとまだ7時前。夜も長いしね♪と宴会準備に入る。しかし部屋が寒い。さすがに暖房はないので、女子は毛布にくるまって顔だけ出しただるま状態・・・。しかし優しい男性陣がお湯割り焼酎とかウイスキーとかをささっとこしらえてくださいました。うーん、温まるぅ。
この個室は居室と入り口とのスペースに分かれていて、入り口スペースでバーナー使用が可能（もちろん火気には注意しつつですが）。とっても便利。お湯を沸かしては男性陣のテルモスに移して、熱いお湯割りを楽しむのでした。（今回は総じてお世話になりっぱなしの姫登山でした。この場を借りてお礼申し上げます・・・。）
早くもくまーにさんとちえさんは一時沈没してすやすや。残りの3人で焼酎・ウイスキーをお湯割りで楽しむ。ペットボトルに焼酎とかウイスキーが入ってると水か麦茶にしか見えないねーなどと言いつつ。
19：30
くまーにさん・ちえさん復活。いよいよ宴会モード。くまーにさんの荷物から、なんと高級食材カラスミが！これを細かく切って火であぶると最高のおつまみ♪。また、オイルサーディン缶に刻みにんにくと鷹の爪をのせて火にかけたNSA伝統のおつまみも。その他チーズやらきびだんごやらつぶ貝やらポテチやら、部屋の真ん中に集めて喜ぶ一同。ひでやんに、女の子と合ハイ（古い）する時にはぜひこのオイルサーディン缶の技を使えばモテ確実！とけしかけるちえさんときん。今後の山行の話など、まじめな話もしつつ夜は
更けゆく・・・。

21：00

なぜそうなったのかよくわからないが、恋バナタイムに突入。いつの間にかかずおさんはうとうとモードでご意見伺えないのが残念。くまーにさんは幸せな家庭生活を営み、すでに恋愛から成仏していてうらやましい！と残りの3人。きんは男女関係における女の子の気持ちについて力説。成仏済みのはずのくまーにさんに「そうだったのか！」とご納得いただく。下山後家庭でお試しいただき効果を改めてうかがいたいところ。そのうちにひでやんの「友達」（？）の恋愛の悩み相談会となり、皆で思い思いの意見を交わす。話したこと「友達」にちゃんと伝えてね、ひでやん・・・。

23：00

買い足したビールも切れて就寝。天気はよくなる気配なし。お布団もきれいでみんな安眠。

9月23日　5：00

起床。ひでやんが外の天気の偵察に。窓から見ても、雨は降っていないがガスが出ていて芳しくない天気。当初ご来光を唐松岳頂上でとの計画も、この天気では甲斐がないので、山小屋の裏の高台に上がり、5時半のご来光を待つ。しかし、時間になってもガスがぼやっと明るくなるだけで、まったくだめ。朝のさわやかな空気だけ胸におさめて、しぶしぶ部屋へ戻る。

6：00

朝ごはん。夕飯に続き、こちらも塩鮭とか卵焼きとか質の高いおいしいおかずが嬉しい。

7：00

いよいよ雨が降り出してしまった。雨具にスパッツまで装着して、フリーハンドで唐松岳のピークハントへ出発。ちえさんは初めてのスパッツ装着で嬉しそう。スパッツ足を写真に納めている（でもやっぱり新人に見えない）。小さな尾根道を抜けるとのぼり道。長い距離ではないが、湿気と雨具が暑い・・・。
7：20

唐松岳ピーク。周囲は何にも見えませーん。わーん。頂上にまっ赤のノースフェイスのまったく同じ雨具を着た女性二人組みがいた（こまどり姉妹？・・古い）ので、標識とともに記念写真を撮ってもらって小屋に戻る。こうなると慌てても仕方ないので、部屋でコーヒータイム。

ひでやんは小屋にいる間、しょっちゅう何か探しものをしていた。「特技、忘れ物と物忘れ」「手品ができる、ただし消せるのは自分のものだけ」などの名文句を発しつつ、いつも何かを探していた気がする・・・。

8：50
雨の中帰途につく。同じ道だが、雨がしっかり降っているので何となく違う道に見える。

途中道の先に松ぼっくりをくわえた大きな鳥が降りたち、松ぼっくりをばりばり食べだしたのにはびっくりした。崖周りの道は滑りそうでやはりびくびく通り抜ける。

9：20

丸山ケルン到着。小休止のつもりでうろうろしていると、ギャギャ、という汚い鳥の鳴き声。ふと声のする方を見ると、なんと遠くに雷鳥の姿が！しかも3－4羽いる。カメラに収めつつしばし観察していると、その雷鳥たちが徐々にこちらに近づいてくる。とても出発している場合じゃなくなって、のんびりやって来るのをずっと待つことになってしまった。結局我々のところから４－５ｍぐらいのところまでやってきた。鳩ぐらいの大きさかと思っていたが、ずっと大きく一抱えありそう。背はまだ夏羽で茶色だが、お腹と足元は真っ白だ。ぷくぷく太っていてとってもおいしそうかわいい（ひでは「塩竃焼きにしたら・・」とお腹がすいた顔をしていた）。こちらに来るということは、餌付けでもされているのかと少々心配になった。無事に冬を越してくれますように。
9：40
丸山ケルン出発。他のグループに道を譲ったり譲られたり。混んではいないが連休なのでそれなりに人がいる。小さなモンベルのレインウエアに身をつつんだ子供連れの家族もいた。持っているストックも、それはそれは小さくて、カワイイ。
10：20

雨が降り続き、この先休むところがなさそうなので下の樺の木陰で小休止。山荘で確保したお茶やちえさん、きんが出したドーナツ、チョコ等で冷えた身体を温める。高度が下がり、紅葉地帯に戻って来ると、また写真欲がわいてくる光景に再開。しかし昨日と異なり遠景はまったく見えない。また、降り続いた雨で足元が悪くなってきており、うちのグループもみんなつるつると結構転倒。きんは傘を折ってしまった。八方池山荘近くの木道は雨で恐ろしく滑ってこわかった。木道は便利だけど、雨のときは考えもんです。
11：30
八方池山荘到着。リフト・ゴンドラを乗り継ぐが、リフトは吹きさらしでかなり寒い！お風呂に入りたいが、案外時間がなく気持ちが焦る。結局ゴンドラ八方駅から徒歩で第二郷の湯まで10分の道のりを歩き、速攻でお風呂に入って、白馬駅までタクシーを呼ぶことにする。

12：30

第二郷の湯は、ひなびた公衆浴場で、木造のお風呂が古風ないい雰囲気。お湯は透明でぬるっとするアルカリ泉でとてもいいお湯。男性陣はお風呂で芸術写真を撮っていたらしい・・・。時間があれば20－30分も浸かりたかったが、とにかく汗だけ流して13時にタクシーに乗って白馬駅へ。
13：24

お昼を食べる時間はないのでお蕎麦はあきらめて、おにぎりやますの寿司、ビールを買いあさり、どうにか大糸線の電車に乗り込む。幸いローカル線で人もまばらなので、下山を祝ってみんなで乾杯＆昼食。2両編成でバスみたいに料金が電光掲示板に表示されていた。
あらためて、この二日間のことをしみじみ思い返す。雨には降られたものの、やっぱり楽しかった・・・。

どうして山って、振り返ると楽しかったことしか思い出さないんだろう。

15：19
その後無事、松本からあずさ24号に乗り込み、立川・新宿と解散。
18：06

新宿組の3人は、東中野のひでやんお勧めの定食屋で、ボリュームたっぷりの定食と餃子を食べておうちに帰りましたとさ。皆様お疲れ様でした。

かずおさん、緻密な計画やらお手配やら感服しました。おんぶにだっこで安心して楽しんでしまいました。

剥いてくださったりんごもおいしかったです♪　どうもありがとうございました！

おしまい
